も、 夢 なれば、 描け ども、 成りが たし」 と 高らかに 誦 

し 了って、 からからと 笑いながら、 室の 中なる 女 を 顧 

みる。 

竹 籠に 熱き 光り を 避けて、 微かに ともす ランプ を隔 

てて、 右手に 違い棚、 前 は 緑り 深き 庭に 向える が 女で 

ある。 

「画家なら ば 絵に もし ましよ。 女なら ば 絹 を 枠に 張つ 

て、 縫いに とリ ましよ」 と 云いながら、 白地の 浴衣に 

くず あずきが わ ざぶとん すべ 

片足 を そと 崩せば、 小豆 皮の 座布団 を 白き 甲が 滑リ落 

ちて、 なまめかし からぬ ほど は艷 なる 居ず まいと なる- 

ひざ い だ 

「美しき 多くの 人の、 美しき 多くの 夢 を …… 」 と 膝 抱 



この 時 「脚気 かな、 脚気 かな」 としきり にわが 足 を 

もて あそ あ しつ 

玩 ベる 人、 急に 膝頭 をう つ 手 を 挙げて、 叱と 二人 を 

制する。 三人の 声が 一 度に 途切れる 間 を クク— と 鋭 ど 

うわえ だ かす 

き 鳥が、 檜の 上 枝 を 掠めて 裏の 禅寺の 方へ 抜ける。 ク 

ク ー。 

「あの 声が ほととぎす か」 と 羽団扇 を棄 てて これ も 

えんがわ は のきば 

椽側 へ 這 い 出す。 見上げる 軒端 を 斜めに 黒 い 雨が 顔に 

ひつじ さる かた 

あたる。 脚気 を 気にする 男 は、 指 を 立てて 坤 の 方 

てつぎ ゆうじ 

を さして 「あちら だ」 と 云う。 鉄 牛 寺の 本堂の 上 あた 

りで ク ク—、 ク ク—。 

ひとこ 5; さと 

「 一 声で ほととぎす だと 覚る。 一 一声で 好い 声 だと 思う 



う 

「八 畳の 座敷が あって、 三人の 客が 坐 わる。 一人の 女 

の 膝へ 一疋の 蟻が 上る。 一疋の 蟻が 上った 美人の 手 は 

…：- J 

ひと 

「白い、 蟻 は 黒い」 と髯 がつ ける。 三人が 斉しく 笑う。 

はいふき 

一 疋の蟻 は 灰 吹 を 上りつ めて 絶頂で 何 か 思案して いる。 

くずもち かいこう 

残る は 運よく 菓子器の 中で 葛餅に 邂逅して 嬉し さの 余 

リか、 まごまご している 気合 だ。 

「その 画に かいた 美人が？」 と 女が また 話 を 戻す。 

おぼろづきよ 

「波 さえ 音 もな き 朧月夜に、 ふと 影が さした と 思えば 

ま つら 

いつの 間に か 動き 出す。 長く 連なる 廻廊 を 飛ぶ にも あ 



の 夜の 星 を 宿せる 眼 を 涼しく 見張りて 「私 も 画に な 

リ ましよ か」 と 云う。 はきと 分らね ど 白地に 葛の 葉 を 

一 面に 崩して 染め抜き たる 浴衣の 襟 を こ こぞと 正せば、 

きざ くびすじ きわだ 

暖かき 大理石に て 刻める ごとき 頸筋が 際立ちて 男の 心 

を惹 く。 

「そのまま、 そのまま、 そのままが 名画 じ や」 と 一 人 

が 云う と 

「動く と 画が 崩れます」 と 一 人が 注意す る。 

「画になる の もや はり 骨が折れます」 と 女 は 二人の 眼 

を 嬉しがらしょう ともせず、 膝に 乗せた 右手 をい きな 

うし ま そた け 

り 後ろへ 廻 わして： K: を どうと 斜めに 反らす。 丈長き 黒 



髪が きらり と 灯 を 受けて、 さ ら さ ら と 青畳に 障る 音 さ 

え 聞え る。 

- J うず か ろ 

「南無 三、 好事 魔 多し」 と髯 ある 人が 軽く 膝頭 を 打つ。 

せつな のがら 

「刹那に 千金 を 惜しまず」 と髯 なき 人が 葉巻の 飲み 殻 

を 庭先へ 抛き つける。 隣り の 合奏 はいつ しか やんで、 

ひ うてん かやりび ま 

樋 を 伝う 雨 点の 音の みが 高く 響く。 蚊 遣 火 はいつ の 間 

にやら 消えた。 

「夜 も だいぶ 更けた」 

「ほととぎす も 鳴かぬ」 

「寝 ましよ か」 

夢の 話し はつい 中途で 流れた。 三人 は 思い思いに 



ふしど 

臥床に 入る。 

三十 分の 後 彼ら は 美く しき 多くの 人の …… と 云う 句 

も 忘れた。 クク— と 云う 声 も 忘れた。 蜜 を 含んで 針 を 

はいふき よ のぼ 

吹く 隣り の 合奏 も 忘れた、 蟻の 灰 吹 を攀じ 上った 事 も、 

ま ^Q/ く も 

蓮の 葉に 下りた 蜘蛛の 事 も 忘れた。 彼ら はよう やく 太 

平に 入る。 

すべ て を 忘れ 尽 したる 後 女 はわが うつくしき 眼と、 

うつくしき 髪の 主で ある 事 を 忘れた。 一人の 男 は髯の 

ある 事 を 忘れた。 他の 一 人は髯 のない 事 を 忘れた。 彼 

ら はます ます 太平で ある。 

むか あしゅら たいしゃ くてん 

昔し 阿修羅が 帝釈 天と 戦って 敗れた とき は、 八 万 



けんぞく ぐうしこう ちゅう い かく 

四千の 眷 属を領 して 藕糸孔 中に 入って 蔵れ たと ある。 

ゆいま 

維摩が 方丈の 室に 法 を 聴け る 大衆 は 千 か 万 かその 数 を 

くるみ うち ひそ じんだい せんせ かい 

忘れた。 胡桃の 裏に 潜んで、 われ を 尽大千 世界の 王と 

ぞくりゅう かいか 

も 思わん と は ハム レットの 述懐と 記憶す る。 粟粒 芥顆 

のうちに 蒼天 も ある、 大地 も ある。 一 世師に 問うて 云 

う、 分子 は 箸で つまめる ものです かと。 分子 はし ばら 

お さき 

く 措く。 天下 は 箸の 端に かかる のみならず、 一 たび 掛 

け 得れば、 いつでも 胃の 中に 収まるべき ものである。 

また 思う 百年 は 一 年の ごとく、 一 年 は 一 刻の ごとし。 

一 刻 を 知れば まさに 人生 を 知る。 日 は 東より 出で て必 

ず 西に 入る。 月は盈 つれば かくる。 いたずらに 指 を n 出 



「—た Hii う Hii i つ 

して 白 頭に 到る もの は、 いたずらに 茫々 たる 時に 身 神 

うら あざむ 

を 限らる る を 恨む に 過ぎぬ。 日月 は 欺く とも 己れ を 

欺く は 智者と は 云われまい。 一 刻に 一 刻 を 加うれば 二 

ふ しょく せん 

刻と 殖える のみ じ や。 蜀川十 様の 錦、 花 を 添えて、 い 

くばく の 色 を か 変ぜん。 

八 畳の 座敷に 髯の ある 人と、 髯 のない 人と、 涼しき 

いちや 

眼の 女が 会して、 かくの ごとく 一夜 を 過した。 彼らの 

えが しょうがい 

一 夜 を 描いた の は 彼らの 生涯 を 描いた ので ある。 

なぜ 三人が 落ち合った？ それ は 知らぬ。 三人 はい 

かなる 身分と 素性と 性格 を 有する？ それ も 分らぬ。 

三人の 言語 動作 を 通じて 一 貫した 事件が 発展せ ぬ？ 



人生 を 書いた ので 小説 を かいたので ないから 仕方がな 

い。 なぜ 三人と も 一時に 寝た？ 三人と も 一時に 眠く 

なった からで ある。 

(三十 八 年 七月 一 一十 六日) 
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